


「講」というのは、宗教や経済などの目的達成のために組織された集団で「富士講」は、霊峰富士
に量り、浅間神社に参拝することを目的に結成されたものです。
年ごとに「言副の代表者として参拝するものを選び、心要な経費を講昌全員で負担、富士山が山

開きを迎える陰暦6月1日から21∈ほでの間に富士山に萱拝しました。
そのような中、代表者に選ばれなかった講昌でも信仰欲を満たせるように、江戸時代終わりごろ

から富士山に似せた富士塚が各土凱こ架かれることになりました。富士塚に登拝すると、実際に富士
山に出かけたのと同じ御利益があるとされていました。

「富士講」は、戦園時代末期から江戸時代初期にかけて人穴※（ひとあな）で修行したといわれ
る九州長崎出身の長谷川（藤原）角行が開祖といわれ、江戸時代中期には、村上光清と怠行身禄の
活動により多くの信者を集めました。江戸時代末期には江戸を中心として関東一円に広まっていま
っていき、「江戸ハ百ハ講」といわれるほどでした。
練馬区内にも竃土山や神奈川の大山に登拝しに行く「富士講」や「大山講」などの山岳信仰者の

集まりがたくさんありました。
※人穴一火山の麓などにある、芸人が住んだといわれる洞窟。

練馬区登録扁形民俗文化財

国指定重要南形民俗文化財

【江古田の富士塚】
「江古田の富士塚」は、江戸時代後期に下練馬村1中新井村・中村の各講により構成される「小竹

丸祓講（こたけまるはらいこう）」により、天保10年（1839年）に発かれたものと考えられ
ます（一説には文化年間（1804～1818年）築造ともいわれています）。
大正12年（1923年関東大震災によって倒壊しましたが、翌13年には複旧工事が行われ、

現在の姿となっています。
塚は高さ8m、直径約30mの大きさで、通称〝江古田富士〟と呼ばれており、都内の宝士塚の

中でも大規模の部類に属するものです。前面と左右の3万に裾をひろげ、後ろのみ傾斜が急になっ
ています。前面はにはジクザクの参道（登山道）が1合白から8合目までつくられ、頂上近くは廻
り道になっています。また塚の一部は富士山の溶岩で覆われています。
頂上の唐破風屋根のついた石岡は、天保10年に建立されたもので、他に経ケ嶽1太郎坊・小御

嶽神社の石碑や大天狗・烏天狗・神猿などの石像もあり、元治2年（1865年）講碑、大正12
年震災時の御神体修築の碑などが建っています。社殿の前には文化4年（1807年）石燈篭や文
化9年（1812年）の幸手鉢なども残っています。

「江古田の富士塚」は、府民信仰の様相を示すものとしこ昭和54年5月21日、国の重要有
形民俗文化財に指定されました。

（文献責料　練馬区教育委員会　練馬の神社　練馬の富士塚資料他より）
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「江古田の富士塚」に関係する富士山信仰の団体「小竹丸祓講」が用いた禦りの道具箱賛頁です。
お炊きあげ連累、旗、御身昌（おみぬき）が伝わっています。お炊きあげ道具の一つである火打
箱に明治15年と読める墨書があります。う二戸時代から昭和の戦前まで盛んだった富士山信仰の
様子を伝えるものです。
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